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3) すなわち正常位置に移再植 した場合には最も良好に形成され, 原生象牙質上に厚層な不正象牙質が
添加され, 移再植歯歴は発育を継続 して萌出する｡
4) これに対し摘出歯腔の上下を逆位とし, 歯冠相当部を顎骨の基底側に向けて移再植 したもの, ある
いは成犬顎骨内または幼犬の歴骨内に移植 した場合, 不正象牙質は上位にある乳頭発育端部の象牙質終縁
に少量形成されたにすぎない｡





7) 不正象牙質の組織構造は種々であり, 歯小管が豊富に配列し, 原生象牙質に類するものもあるが,
一般には象牙細管の分布は露粗で, 石灰化程度も劣弱なものが多く, 基質内に細胞成分あるいは脈管等を
埋入 し, いわゆる骨様象牙質と称せられる組織像を呈 しているものが多い｡
8) 不正象牙質と原生象牙質との境界部には- マ T.キシリンに濃染する層板様構造が存在 して, 両者を
















論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
不正象牙質の一般組織構造は象牙細管の分布が疎で, 石灰化度も劣弱で基質内に細胞成分や脈管などを
埋入し, 骨様象牙質とよばれる C ase が多く, 原生象牙質との問には組織学的に明らかな一線をかくして
いる｡ 著者は犬における諸種条件下の歯腫移再植実験を試み骨性象牙質の生成機転を検討した｡
1) 移再植歯腔の幼弱度と骨性象牙質形成度との問には, 明らかに関連性があり, 幼弱歯歴では正常象
牙質の形成は著しいが, 骨様象牙質の形成は微弱であり, 発育末期の歯歴ではぎゃくに骨様象牙質の添加
が著しい｡
2) 歯乳頭組織の性状, とくに象牙芽細胞の性状と骨様象牙質形成との問にも密接な関連があり, 移再
植によって歯乳頭組織が変性におちいり, 象牙芽細胞に変調をきたした場合には骨様象牙質は旺盛に形成
されるが, 歯乳頭組織が正常にふくし, 象牙芽細胞が配列と形態を正常に復帰すれば, 骨様象牙質の形成
は抑制され, 孫加される原生象牙質は正常組織像にちかづいてくる. これからみても象牙芽細胞は象牙質
形成にたいして整調的な, 制徹的なやくわりをはたしていることがわかる｡
本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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